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自転車で世界の街道を走破している。今回は、2012 年の旧正月、1 月下旬にミャンマーを訪れ

た際の見聞を話したい。 

 

≪2012 年ミャンマー走行ルート≫ 

ミャンマーはインドシナ半島とインド亜大陸を繋ぐ要衝。 

日本橋を起点にトルコ－ブルガリア国境まで続く ASIAN HIGHWAY（以下 AH）1 と、ベトナ

ム北部の港湾都市ハイフォン～中国雲南省の昆明～ミャンマーのマンダレーを結ぶ AH14 とい

うアジアの動脈が国土を貫く。 

ちなみに AH1 は総延長 20557 ㎞、AH14 は総延長 2004 ㎞ある。 

 

AH14 のうち、ハイフォン～昆明～中麵国境瑞麗までは走破済み。今回は、AH14（ミャンマー

では国道 3 号線）としてシャン州ラーショーからマンダレーまで走行、更に世界遺産のバガン

まで足を延ばした。一方、AH1（同国道 8 号線）区間としてはカレン州パアン近郊からバゴー迄

走行、ヤンゴンを経てユーヤワディ（イラワジ）管区迄足を延ばした。 

 

ミャンマーでは辺境地域の多くを外国人に開放していない。過去に 3 回、タイの 3 カ所の国境

からボーダーパスを取得して日帰り入境したことがあるがそこまで。今回も非開放地区を外し

て走行した。ちなみにミャンマー行政区は 15 で 7 州（State）7 管区（Region）1 連邦地区（Union 

Territory）から構成される。 

 

≪自転車紀行≫ 

～ルート調整、スタート地点へ～ 

2012 年 1 月下旬、空路ヤンゴン入り。夜行バスで中国国境から 160 ㎞のシャン州ラーショーに

向かった。ヤンゴンのバスターミナルには「沖縄バス」など日本の名前を残した中古車両も散見。 

本来は、AH14 を中麵国境からスタートしたいところであるが、国境のムセ～ラーショー間 160

㎞は未開放。バス・鉄道終点であるラーショー市のバスターミナルにはムセ行きのシェアタクシ

ーが並んでいるが、外国人は特殊な許可証がないと乗車できない。それを確認したのち、マンダ

レーまで AH14（ミャンマーでは国道 3 号線）を西にペダルを踏み始めた。 

 

AH14 は、南西シルクロード‐蒋援ルートビルマ公路であり、インド洋からの原油・天然ガスパ

イプラインも建設され中麵交易の幹線でもある。 



ミャンマーの輸出品は資源性鉱産物が主力で天然ガスや翡翠が上位を占める。 

 

【シャン州】 

●ラーショー 

目抜き通りには華人華僑福利会、福建観音寺が並び市場も中国製品が溢れる。 

漢字の看板が並び人々の会話も中国語。シャン州は中国と接しており英語で道を尋ねると傍の

人と中国語でどっちだったとやり合っている。それならと中国語で切り出すと喜んでお茶を飲

んで行けと言ってくれたりする。 

～街道～ 

シャン州は雲南高原に繋がる海抜 1000m 程の高原。標高 836m のラーショーから深い谷間を幾

度も越えた。道路はほとんど舗装され、ライフルを担いだ民兵もちらほら。古から旅人に優しい

街道の風情も感じられた。 

●最初の宿は KYAUKME ゲストハウス泊$4。 

広場では京劇風のメイクによる獅子舞（鹿舞？）という中華風大晦日。街中のシネマ向かいのカ

フェでは英国プレミアリーグサッカー放送で満員と英国風。 

シャン料理店では従業員は全員中国語。飲食流通は華人系経営が多い。 

シャン州ではカウスェと言われる米麵うどんが定番料理。朝食はモスク前市場で油条（イチャウ

ェ⋍揚げパン）ダル・ジャガイモカレー、油膜と中印混合食。周りは白い帽子のムスリムやイン

ド人もいて中洋的気配。水牛、牛の牧畜。 

 

 

【マンダレー管区】 

●ピンウールイン泊 

標高 1100m、英国人が作った避暑地。中国系星星豪華賓館$25。 

～街道～ 

一気にダウンヒル。イラワジ河畔に降り立つ。シャン高原の温暖冬期少雨気候（Cfw）から熱帯

サバンナ気候（Aw）エリアに変わり、乾季で灼熱の世界。食事はカレーが中心に。 

山の民から河の民へ。河川輸送、艀から輪切りドラム缶に取っ手を２か所つけそこに天秤棒を通

して荷捌きする人夫の光景にはガントリークレーンが林立する長江/珠江沿線を見慣れた者には

驚きだった。 

●ミャンマー第二の都会マンダレー 

福州同郷会館、観音閣、ヒンズー寺院、Baptist Church とインターナショナル。ロンジーを腰

に巻いて寺院訪問。裸足で日陰を歩けば束の間ではあるが涼しさを満喫。マンダレーで AH14 を



終了。とは言え AH14 の標識を目にしたのはピンウールイン郊外 1 か所のみ。ここからインド

に向かう AH1 に入る。 

 

 

 

 

【ザガイン管区】 

イラワジ河を橋で渡りザガイン泊。15,000($18)。ザガイン管区はインドに隣接。 

インド国境タムまで 800 ㎞。舗装されているのは最初の部分だけで、後は未舗装で大半が未開

放。ここまでとして先は将来自由往来ができるようになるまでまで楽しみにしておく。 

【マグウェ管区】 

翌日再度イラワジ河を渡り、マンダレー管区に戻り MYINGYAN 泊。 

世界遺産のあるバガンを経てマグウェ管区の Chaukまで酷暑の熱帯サバンナ気候エリアを駆け

抜ける。変速機故障もありバガンから空路でヤンゴンに戻る。 

 

 

～ルート AH1 へ、 

ヤンゴンから夜行バスでタイに隣接するカレン州に向かう。外国人に開放されている州都パア

ン郊外のダルマニアで下車。タイ国境ミャワデーから 100km 地点から出発。 

 

【カレン（カチン）州】 

タイから続く熱帯モンスーン気候（Am）エリア。石灰石、カルスト地形 

●パアン 

東西回廊、タイからの物資集散地 

 

【モン州】 

モン族はモン・クメール系。ビルマ族が雲南から南下する前からの先住民族。南ビルマ一帯の王

国を持っていた。 

●タトーン 



古都で人も親切。宿探しについて来て一緒に徒歩やバイクで 4 軒も回ってくれる。市場では豊

富な魚と野菜 

 

 

 

 

 

【バゴー管区】 

水辺の暮らし。竹の筏、カヌーでの渡河。 

【ヤンゴン管区】 

都会の暮らし。 

【ユーヤワディ管区】 

イラワジデルタ。運河、小舟、橋で構成される集落群 

 

高原、サバンナ・半砂漠、モンスーン、地形も気候もバラエティー豊か。 

仏教国ながら各地にモスク、ヒンズー寺院、教会、観音寺があり宗教にも寛容で温厚な人達。 

托鉢の子供達にむける優しい眼差し。 

騙そうとすることなく交渉するとすんなり通ってしまい、あれ、こんなんで良いの？と 

意外に感じることも頻繁に起こった。 

 

英国統治時代は平野部がビルマ総督による直接統治、周辺山岳地帯が藩王国等による間接

統治。現在の 7 管区はビルマ族、７州は少数民族が主として居住。 

辺境地帯のコントロールは今でも大きな課題にようにも思えるた。 

アジアのラストフロンティアと言われて久しいが 

中国からインドまで連なる街道地図を埋めることはそう容易でないかもしれない。 

新宿区には在日ミャンマー人が 2000 人弱居住。 

高田馬場にはミャンマーレストランが１０軒以上ありリトルヤンゴンとも言われている。 

情勢が安定化して国境を越えての自由な往来ができるようになるまで 

東京でミャンマー料理を味わい備えるとしよう。             以上 


